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特徽
「適1乍型：抑制と半促成に適し、越冬促成•夏秋にも向く」

r 1．食味良好 J 
果肉が緻密で滑らか。〇当たりと舌触りが良い。年間を通じて糖度と酸度のバランスが良くお
いしい。

“”’`’》瓜り
消口者が好んで買い求める赤い果色としっかりした硬さの果肉で、店持ちが良好。特に気温が
急上昇する3~4月に良吊を出荷できる。

適度な花数、高温暦果性を有し、抑制栽培でも花飛びが少ない。花質が安定し花房内の着果と肥
大がよく揃う。

［ 4.耐裂果 ］ 
年間を通じて同心円状裂果、放射状裂果ともに少なく、可販果率が高い。

“L'均1喝9体拐渇
低段から玉佃びが良くM·Lサイズ中心となる。赤く熟した果実を収穫しても草勢は8段程度ま
では衰えないバワ ーを持ち、収穫震の変動の波が小さい。

r 6．耐病性 】
トマト黄化葉巻病（イスラエル系統•イスラエルマイルド系統）葉かび病(Cf-9)、萎ちょう病レ
ー ス1 、 レ ース2根腐萎ちょう病 、 半身竪ちょう病レ ース1 、 ネコプセンチュウ、トマトモザイク
ウイルス病(Tm—匹型）に耐病耐虫性。

栽培の要点
「定植後はやや控え目に 着果後は濯水と追肥でバランスを保つ」
（ 1.台木 1 
草勢がやや弱～中程度の台木を使用する。醤枯病と褐色根腐病に耐病性の「あおおにJがお勧め。

［ 2.育苗・定植 J 
極端な「しめ作り」や低温管理を避け、 のびのび育てる。定植は促成•夏秋は第1花開花、越径 ・ 抑
制はがく割れ期とする。極端な若苗定植は果形の乱れにつながるため避ける。
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施肥例

（ 3. 元肥 ： 
元肥の10a当り窒素震は、越冬•促成•夏秋が12~20kg、抑制は0~5kgが目安。窒素よりも加
里の成分田を多くすることにより、果実の肥大と色上がりの向上が期待できる。土壌分析し、適
正な施肥に努める。

［ 4.草勢管理 ） 
草勢を維持するために追肥開始が遅れないように気をつける。越冬・促成・夏秋は第3花房開花
時、抑制は第2花房開花時から始めるが、草勢が弱ければ早くに施す．

［ 5．温度管理＿ ＿ 】
果実はずっしり緻密なため成熟巳数がやや長い。抑制栽培では10月後半から夜温の確保に努め
彗色を促進させる。

※斑点病 、 すすかび病、うどんこ病に対して予防的に防除する。
(10a当たり）
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成分lil(kg/1Oa)元肥 越冬•促成・夏秋 N:12~20 P205:13~21 K20:24~32 
抑制 N: 0 ~ 5 P205: 0 ~ 5 K20: 0 ~ 11 
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